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＜本日の内容＞

・先生とビンゴ（初めての人との関わり方）

・東北こども福祉専門学院で取得できる資格について

・資料を基に

「保育所」「幼稚園」「認定こども園」って、何？



それぞれの比較

根拠法令

目的

教育・保育
内容

保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領 幼稚園教育要領

目的

学校教育法　第２２条
幼稚園は、義務教育及びその後の教育
の基礎を培うものとして、幼児を保育し、
幼児の健やかな成長のために適当な環
境を与えて、その心身の発達を助長する
ことを目的とする。

児童福祉法　第３９条
保育所は、保育を必要とする乳児・幼児を
日々保護者の下から通わせて保育を行うこと
を目的とする施設（利用定員が２０人以上であ
るものに限り、幼保連携型認定こども園を除
く。）とする。

児童福祉法　第３９条の２
幼保連携型認定こども園は、義務教育及
びその後の教育の基礎を培うものとして
の満３歳以上の幼児に対する教育（教育
基本法（平成１８年法律第１２０号）第６条
第１項に規定する法律に定める学校にお
いて行われる教育をいう。）及び保育を必
要とする乳児・幼児に対する保育を一体
的に行い、これらの乳児又は幼児の健や
かな成長が図られるよう適当な環境を与
えて、その心身の発達を助長することを
目的とする施設とする。

保育所 幼保連携型認定こども園 幼稚園

保育所は、その目的を達成するために、保育
に関する専門性を有する職員が、家庭との緊
密な連携の下に、子どもの状況や発達過程を
踏まえ、保育所における環境を通して、養護
及び教育を一体的に行うことを特性としてい
る。

乳幼児期の教育及び保育は、子どもの健
全な心身の発達を図りつつ生涯にわたる
人格形成の基礎を培う重要なものであ
り、幼保連携型認定こども園における教
育及び保育は、就学前の子どもに関する
教育、保育等の総合な提供の推進に関
する法律に規定する目的及び第９条にあ
げる目標を達成するため、乳幼児期全体
を通して、その特性及び保護者や地域の
実態を踏まえ、環境を通して行うものであ
ることを基本とし、家庭や地域での生活を
含めた幼児の生活全体が豊かなものとな
るように努めなければならない。

幼児期の教育は、生涯にわたる人格形
成の基礎を培う重要なものであり、幼稚
園教育は、学校教育法に規定する目的
及び目標を達成するため、幼児期の特性
を踏まえ、環境を通して行うものであるこ
とを基本とする。



それぞれの比較②

【幼稚園教育の基本】３つの基本原理

保育の内容

保育所 幼保連携型認定こども園 幼稚園

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

［健康］　　　○健康な心と体
［人間関係］　　○自立心　　○協同性
○道徳性・規範意識の芽生え　　○社会
生活との関わり
［環境］　○思考力の芽生え　○自然との
関わり・生命尊重　○数量や図形、標識
や文字などへの関心・感覚
［言葉］　　○言葉による伝え合い
［表現］　○豊かな感性と表現

（１）幼児期にふさわしい生活の展開
①保育者との信頼関係に支えられた生活
の展開
②興味や関心に基づいた直接的な体験
が得られる生活
③友達と十分に関わって展開する生活
（２）遊びを通しての総合的指導
（３）幼児の発達の特性に即した指導

[生命の保持]
ねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①
一人一人の子どもが、快適に背うかつできる
ようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②
一人一人の子どもが、健康で安全に過ごせる
ようにする。
③一人一人の子どもの生理的欲求が、十分
に満たされるようにする。
④一人一人の子どもの健康増進が、積極的
に図られるようにする。

【０歳からの養護と教育】＜保育（養護と教育）＞＜養護と教育と子育ての支援＞ ＜教育＞

[情緒の安定]

ねらい
①一人一人の子どもが、安定感をもって過ご
せるようにする。
②一人一人の子どもが、自分の気持ちを安心
して表すことができるようにする。
③一人一人の子どもが、周囲から主体として
受け止められ、主体として育ち、自分を肯定す
る気持ちが育まれていくようにする。
④一人一人の子どもが、くつろいで共に過ご
し、心身の疲れが癒されるようにする。

【育みたい資質・能力】 【５領域】
○豊かな体験を通じて、感じたり、気付い
たり、わかったり、できるようになったりす
る　　　　［知識及び技能の基礎］
○気付いたことや、できるようになったこ
となどを使い、考えたり、試したり、工夫し
たり、表現したりする［思考力、判断力、
表現力等の基礎］
○心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい
生活を営もうとする［学びに向かう力、人
間性等］

健康　　　　　心身の健康に関する領域
人間関係　人との関わりに関する領域
環境　　身近な環境との関わりに関する
領域　　　言葉　　言葉の獲得に関する領
域　　　　　　　表現　感性と表現に関する
領域



それぞれの比較③

・健康　・人間関係　・環境　・言葉　・環境
（幼稚園・幼保連携型認定こども園と同様）

保育所 幼保連携型認定こども園 幼稚園

保育内容

・健康　・人間関係　・環境　・言葉　・環境
（幼稚園・幼保連携型認定こども園と同様）

【３歳以上児】

【乳児保育に関わるねらい及び内容】
３つの視点

３つのねらい、５つの内容

○身体的発達に関する視点　→　健やかに伸び伸びと育つ

健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力の基礎を培う。

○社会的発達に関する視点　→　身近な人と気持ちが通じ合う

受容的・応答的な関わりのもとで、何かを伝えようとする意欲や身近な大人との信頼関係
を育て、人と関わる力の基礎を培う。

３つのねらい、５つの内容
○精神的発達に関する視点　→　身近な物と関わり感性が育つ

身近な環境に興味や好奇心をもって関わり、感じたことや考えたことを表現する力の基礎
を培う。

３つのねらい、５つの内容
【１歳以上３歳未満児】

・健康　・人間関係　・環境　・言葉　・環境
【満３歳以上児】



テキストと共に

これからの流れ

１．保育とは

２．保育所保育指針における保育の基本 テキスト24～

３.   子どもの最善の利益を考慮した保育

４．我が国における保育の歴史的変遷

５.  環境による保育

６.   保育士の専門性

７．子育て支援

８.  子どもの健康と安全
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